
（別紙３）

～ 2026年3月23日

（対象者数） 21 （回答者数）
17

～ 2026年3月16日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・柔軟な対応力を強化し、固定にならないプログラムの提供

に努める

2

・柔軟な対応力を強化し、固定にならないプログラムの提供

に努める

3

・柔軟な対応力を強化し、固定にならないプログラムの提供

に努める

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・次年度市の交流会にて地域交流を促進

2

・満足度を高める為の的確な情報収集を行う

・他事業所との積極的な交流

3

・ご利用者様の避難訓練とは別に、緊急時を想定したご家族

への連絡を含む訓練を行う

○事業所名 放課後等デイサービス事業所　チューリップハウス

○保護者評価実施期間
2026年3月2日

○保護者評価有効回答数

2026年3月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

緊急時の対応についての周知・徹底が不十分 ・主に自然災害の緊急時の対応の説明不足

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族支援の不充実 ・事業所独自の保護者会の未開催

・市の交流会を希望制にしたことで参加を促せず

地域交流に対して、積極的でない ・昨年の反省を活かし新たな活動を取り入れたが、

ご家族の望んでいる活動内容ではなかった

事業所内外の十分な活動スペース ・適度な運動時間の提供

・季節、天候に合わせ、自然に触れる活動

集団・小集団活動により

・幅広いお友達との関わりや他者との協力

・責任感や達成感の成功体験の積み重ね

・役割の意識

・対人でのルール・マナー

を学ぶ機会の提供

・平日には集団活動を通じて協調性を学ぶ

・長期休暇時には小集団活動も取り入れ、関わり方の練習

こだわりの緩和・向き合い方 ・食べず嫌いの緩和　美味しいものに出会えるきっかけ作り

・柔軟な気持ちを持つために、席・時間・当番など、固定にし

ない

事業所における自己評価総括表公表


